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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本論文ではソフトウェアシステムを開発する際の設計フェイズでの動的モデリングをサポートするための
フレームワークの提案を行っている。一般にシステムの動的な振る舞いを示すためにはいくつかの図を用い
ることが可能であるが，本研究ではシーケンス図と状態遷移図の二つの図に着目し，二つの図の間の対応に
ついて考察を行っている。
　シーケンス図はしばしばシナリオの表現として用いられる。しかしながらこれまでのアプローチにおいて
は個々のシナリオは独立に扱われていた。本論文ではシナリオ間の関係を考慮しており，システムの要求仕
様の完全な理解のためにはシナリオ間の関係が重要であることを論じている。シナリオ間の関係の分類が提
案されており，シナリオ間の関係を表現するために新しい図式として「依存ダイヤグラム」が提案されてい
る。そして，シーケンス図として表現されるシナリオの集合および依存ダイヤグラムからシナリオ間の関係
に着目し，状態遷移図を導く方法が提案され，シナリオ図からシーケンス図を導出するプロセスが詳細に記
述されている。
　提案手法を実装したシステムとして MUSEDESK システムが開発されている。システムはシーケンス図
と依存ダイヤグラムを入力として受け付け，シーケンス図に含まれるすべてのオブジェクトのリストからあ
るオブジェクトを指定すると，システムは状態のリストとそれらの間の遷移を作成し，最終的に状態遷移図
を作ることができる。
　また，MUSEDESK を用いて状態遷移図を作るのと，手動で状態遷移図を作る場合を比較することにより
システムの評価を行っている。比較結果として，MUSEDESK を用いることにより，より短時間で間違いの
ない状態遷移図が得られることを確認している。本システムにより得られた状態遷移図は，さらに詳細設計
やコード作成のために用いることが可能である。分析フェイズと設計フェイズの両方がサポートされており，
開発者は本システムを用いることにより実装へ一歩近づくことが可能である。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文ではいままではお互いに独立に扱われてきたシナリオ間の関係を考慮しているのが特徴である。シ
ナリオ間の関係を表現するために新しい図式として「依存ダイヤグラム」が提案されており，「依存ダイヤ
グラム」の提案は新しい提案であると言える。シーケンス図として表現されるシナリオの集合および依存ダ
イヤグラムから状態遷移図を導く方法が提案され，提案手法を実装したシステムとして MUSEDESK シス
テムが実際に実装されている。
　今後，本提案方式や実装システムである MUSEDESK システムについて，より詳細な評価を行うととも
に本研究をさらに発展させることが期待される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
